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論文内容の要 t::ー目
本論文は、二酸化ウラン核燃料の製造法の一つで、ある振動充填法について詳細に研究したものであ
って、 7 章よりなっている。
第 l 章は序論であって、粒径の異なる燃料粒子を、振動を、利用して被覆管中に密に充填する振動
充填法についての従来の経過をのべ、同時に熱伝導率を最大とするような燃料製造の方法を確立した
いと研究の目的を明らかにしている。
第 2 章は、アーク溶融二酸化ウラン粉砕して調製した三種の粒度の粉末をステンレス鋼管中に入れ、
軸にそった振動で充填する場合の到達密度に及ぼす振動波形、振動数、振動の強さなどの影響につい
て研究したものである。その結果 (a)粒子系撹持により小粒子が空隙を埋める (b) 粒子が接触点で破
砕する( a) 組粒子が充填層から分離して空隙が増加するなどの結果振動充填が進行すると考察してい
る。
第 3 章は、ランダム波振動により、種々の内径の被覆管中に充填する際の最適三成分粒度分布につ
いて研究したものである。二酸化ウラン粉末の充填結果と古典的な粒子充填理論との差異は、二酸化
ウラン粒子形状の不規則性と微小粒子の大きな比表面積に基づく摩擦によるものと考察している。す
なわち振動を加えている聞に主として中粒子において生ずる粒子破砕が充填の進行のために不可欠で
あることを明らかにしている。
第 4 章は、燃料棒被覆管の機械的レスポンスおよび加振応力を測定して、充填性を研究したもので
あって、被覆管の質量と充填体の質量の聞には大きな減衰を介して機械的結合のあることを見出して
いる。
第 5 章は、種々の粒径の二酸化ウラン粒子をステンレス鋼被覆管中に充填し、外から加熱して一定
温度に保ちながら中心ヒーターで半径方向熱流を生ぜしめ、二酸化ウラン粒子充填体の実効熱伝導率
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を測定したものである。その結果、組粒子充填体では温度の影響が、小粒子充填体では零囲気ガスの
影響が顕著で、あったとし、また熱伝導率は充填密度よりむしろ平均粒子径に依存していることを明ら
かにしている。
第 6 章は、粒子充填体の伝熱機構を考察したものであって、 ( a) 空隙中の輯射およびガスの伝導、
( d) 粒子と空隙とを直列に通ずる伝熱 (c) 粒子と粒子の間の直接伝熱の三種類を考え、それぞれの機
構が並存するものとして実効熱伝導率を与える式を導き、計算値と実験値とが良く一致することを示
している。
第 7 章は、以上の結果を総括したものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は核燃料の製造法の一つである充填振動法について、振動方法、燃料粒子、被覆管の肉厚等
を種々にかえ、それらの種々の組合せについて詳細に研究し、良好な熱伝導率を有する核燃料の製造
法を確立している。このことは核燃料工学ならびに工業に寄与するところが大きい O よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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